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萬田康文　1975年奈良県生まれ　写真家、料理人、釣り

人、生活者など。  2001年 東京綜合写真専門学校卒業

後、フリーランスのフォトグラファーに。雑誌、書籍、

広告の分野で活動しながら、作品制作、発表を続ける。

2024年より東川町在住。パスタ食堂『東カワウソ』店

主。著書に『酒肴ごよみ365日』『しみじみパスタ帖』

がある。

なぜ写真なのか

今回の展示は一部未発表作品もあるが

2008年秋の初めての個展の写真も含む

過去の展示からのアーカイブ的な構成となる。

本展の企画にあたり過去の自分ともう一度向き合い

今現在の考え方で改めて写真を組む作業は

とても面白いものだった。

写真への興味は「何を撮るのか？」から

「なぜ写真を撮るのか？」に変化していく。

その答えの所在。

私の心を励ましてくれたのは、いつも日の光だった。

それは写真を始めるずっと前から自分の中にあった。

太陽は当たり前のように毎日のぼり、全てを照らして、落ちてゆく。

それは文字通り「有難い」ことだ。

当たり前で、有難い光をとどめるために私は写真を使う。

かつての私が見た出来事と

それを照らした光を目の前に再現するために。
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会期 2026年5月30日（土）–6月22日（月）　会期中無休
開館時間 10:00–17:00
入館料 100円　中学生以下無料

会場 第三展示室

飯塚達央・萬田康文写真展関連トークイベント

「東川と写真」
5月31日（日）14:00から、東川町文化ギャラリー内展示室にて

飯塚達央、萬田康文両氏によるトークショーを行います。
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東川町在住の写真家達の展覧会アーカイブです。


